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第 13章　防火の材料と構造

る．

一般に材料の燃焼は材料の表面から起こるが，例

えば木材の周囲の条件が断熱性に富んでいて，加熱

が長期間にわたると，徐々に熱分解が進行し，熱分

解による発熱が熱分解反応を加速させ，木材の内部

温度の上昇を促進させて，やがて発火温度にまで到

達して発火に至る可能性がある．この現象を長期加

熱による発火という．この場合，図 13・2および図

13・3に示すとおり，材料の表面より内部のほうが高温になり，内部から発火する．

長期加熱による発火は木材に限らず，廃棄物処理工場，RDF（ゴミ固形燃料）4），RPF（プ

ラスチック廃棄物固形燃料）等の保管場所5）やプラスチックの成形時の残渣材の処理・保管，

及び，焼付塗装工程における洗浄水の排水路中に溜まった塗料残渣等6）においても出火事例

がある（図 13・4）．

図 13・4　焼付塗装後の洗浄排水中の残渣から出火した例

 （実際の残渣を用いた実験例）

．プラスチックは熱可塑

性と熱硬化性とに大別することができる．前者は熱を受けた場合，表 13・2に示すようにそ

れぞれの熱変形温度に達すると変形し，さらに加熱すると，溶融して，固相からゲル状，液

相へと相の変化を経て燃焼する．後者はフェノール樹脂の燃焼でみられるように，固体のま

まで，ゲル状あるいは液体にならず燃焼するものが多い．プラスチックの引火・発火温度の

例を表 13・3に示す．

時

成ガスに分けられる．この煙粒子と生成ガスの発生は空気の供給量と熱分解温度あるいは燃

焼温度によって大きく左右される．熱分解によって発生した固体，液体，気体が熱気流に

乗って流れている状態を総称して煙という場合もあるが，煙の粒子とガス状成分とでは性質

が大きく異なるので，両者を分けて考える場合もある．

である．煙の生成は，高温下で物質の酸化反応である脱水素と凝縮，縮合，重合が同時に起

こり，きわめて短時間で反応が完結する．煙の粒径は加熱温度と酸素分圧に影響を受ける．

表 13・6にその例を示す．
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なく，短い煤になり煙量も激減する．

5

より，生成物の組成が異なる．有機物が，熱分

解・燃焼した場合には CO，CO2 は必ず発生し，その他のガスは化学組成固有のガスを放出

する．材料の燃焼状態がくん焼状態にある時は有炎状態の場合と大きく異なる．詳細は後節

（ 3）燃焼生成物の毒性を参照．
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